
農

皐

研

究

第
三

Z
巻

農
接
博
占
ム

近

藤

高

太

良E

稲

の
フ
ォ

ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ

ム
に
闘
す
る
賓
験
的
研
究

第

三

報

特

誘

蛾

燈

就

き

て

寺

坂

佑

f亮

海

野

一冗

太

郎

で
緒

言

翻
聞

の

7
オ
L
F
4
9
オ
ヂ
ズ
ム
に
周
す
る
賓
薗
層
的
冨
明
究

筋
三
鍋

、B
J

、EJ

犬
原
農
業
研
究
所
に
於
て
‘
ほ
前
に
稲
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
闘
す
る
研
究
0
9
b
E行
n
v
し
と
と
あ
る
が
、
爾
来
今
日
蓮
一
二
年
間

蓮
捜
し
て
聾
夜
照
明
の
下
に
保
存
し
た
る
稲
あ
り
。
そ
の
品
種
は
旭
、
紳
カ
及
び
吉
備
槽
に
し
て
、
秩
末
よ
h
v
b
舎
を
越
し
て
五
月
始
め
迄
は

温
室
内
に
保
存
し
て
、
寒
さ
応
よ
る
枯
死
を
防
智
た
る
に
、
年
中
絶
間
無
〈
糠
葉
を
有
L
h
生
宙
開
を
糟
け
て
今
日
に
至
る
・
温
室
内
に
於
宅

J--
亦
、
夏
問
屋
外
に
置
き
し
時
に
も
、
夜
閣
は
常
位
ニ

0
0
7
ヲ
ト
の
電
球
を
用
ぴ
て
照
明
を
続
け
た
り
.
そ
れ
故
是
等
の
稽
は
今
日
迄
ヂ



民
闘
の
ア
オ
ト
ペ
ロ
オ
ヂ
ズ
A

に
隠
す
る
奮
幽
量
的
研
究

筋
三
園
権

ニ
ヶ
年
の
閥
、
重
夜
照
明
の
下
に
蓮
槙
生
育
す
れ
ど
も
出
穂
せ
ざ
る
な
り
。
さ
れ
ど
梢
の
ポ
ッ
ト
を
誤
り
て
偶
々
日
影
に
置
き
し
時
、
或
は

電
骨
よ
り
逮
き
位
置
に
置
き
し
時
は
、
そ
の
株
に
往
々
不
完
全
な
る
穂
を
形
成
す
る
と
と
あ
る
を
認
め
し
も
、
之
は
操
作
の
過
誤
に
過
ぎ
ざ

る
た
り
。
稲
は
、
之
を
董
夜
照
明
の
下
に
置
け
ば
、
永
年
に
亘
り
て
不
出
穂
の
ま
h
生
育
す
る
と
と
は
確
置
な
り
。

壷
夜
照
明
が
砲
の
出
穂
及
び
成
熟
を
遁
ら
せ
、
或
は
不
出
穂
に
骨
膨
ら
し
む
る
と
せ
ば
、
現
今
一
二

O
高
燈
以
上
と
推
定
せ
ら
る
る
誘
蟻
燈

が
‘
稲
の
生
育
及
び
牧
量
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究
し
置
く
必
要
あ
り
と
云
ふ
ペ
し
。
ウ
イ
ズ
ロ
ウ
等
当
ロ

ECd司
戸
国
・
〈
一
者
一
六
司
法
び
五
回
O
)
件

σゅ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
皐
色
光
線
の
内
線
光
は
植
物
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
力
最
も
少
し
と
云
ふ
が
故
に
、
誘
蛾
般
に
維
慨
を

使
用
す
れ
ば
、
稲
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
軽
減
し
得
ぺ
き
を
袖
思
想
し
得
る
た
り
。

又
今
骨
普
通
に
用
ゆ
る
誘
蛾
燈
が
如
何
な
る
程
度
に
稲
作
に
影
響
す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

影
響
並
に
誘
蛾
に
如
何
な
る
程
度
比
効
果
あ
り
や
を
、
併
せ
て
試
験
し
置
く
べ
き
必
要
あ
り
と
云
ふ
べ
し
。

一
方
、
離
燈
が
稲
作
に
及
ぼ
す

又
問
題
を
棺
具
に
す
れ
ど
、
稲
は
品
種
の
異
る
に
よ
り
て
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
を
異
に
す
。
ょ
っ
℃
此
離
に
つ
き
て
も
試
験
し
、

或
は
一
二
ヶ
年
を
粧
た
る
老
稲
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
つ
き
て
も
試
験
を
行
ふ
と
と
興
味
あ
り
と
一
五
ふ
ぺ
し
・

以
上
の
理
由
に
よ
り
て
、
川
縁
光
と
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
、
問
様
光
と
誘
蛾
及
び
mw品
種
並
に
老
稲
と
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
と
の
闘

係
を
明
か
に
せ
ふ
が
矯
め
に
、
設
に
昭
和
一
五
年
に
試
験
一
を
行
ひ
た
り
。
以
下
是
が
結
果
に
つ
き
て
報
告
せ
ん
と
ず
。

ニ
、
緑
色
光
線
£
白
色
光
線
と
が
水
稲
の
出
穂
期
に
及
ぼ
す
影
響

て
目

的



緑
色
光
練
が
水
制
の
出
穂
に
及
ぼ
す
影
響
及
び
早
生
、
中
生
、
晩
生
種
及
び
老
梢
に
よ
っ
て
、
受
ぐ
る
影
響
に
差
異
あ
り
や
否
や
を
見
ん

ご
、
供

乏
し
て
、
昭
和
一
五
年
に
此
試
胎
を
行
ひ
た
り
。

種

一一一、試

試

口

早

生

種
H
チ
シ
コ
坊
主
、
陸
初
=
ニ
ニ
瞬
、
中
生
銀
坊
主

中

生

種
目
愛
困
新
庄
七
続
、
関
取

晩

生

種
目
組
治
、
綾
町
二
抗
、
日
の
出
選

老

稲
H
昭
和
四
年
以
来
連
続
壷
夜
照
明
の
稲
、
旭
、
吉
備
穂
、
一
脚
力

験

方

法

用
緑
色
査
を
た
し
た
る
も
の
を
緑
色
燈
と
な
し
で
、
雨
者
を
比
較
せ
b
。
電
燈
の
位
置
は
地
上
二
・
一
一
一
メ
ー
ト
ル
た
り
。
壷
聞
は
日
照
、
夜

是
迄
壷
夜
照
明
を
行
ひ
た
る
如
く
、

一
O
Oボ
ル
ト
、
ニ

O
Oワ
ッ
ト
の
内
商
艶
消
篭
球
乞
用
ひ
て
、
之
を
白
色
燈
と
な
し
、
之
に
門
燈

き
た

p
。

聞
は
此
電
燈
に
よ
っ
て
照
ら
し
・
壷
夜
照
明
に
た
し
た
り
。
之
が
劃
限
と
し
て
、
別
に
日
光
の
み
に
よ
る
自
然
服
明
の
下
に
別
の
梢
株
を
置

昭
和
一
五
年
五
月
八
日
普
通
の
如
く
苗
代
に
播
種
し
、
七
月
一
日
に
ポ
ッ
ト
に
挿
挟
し
た
り
。
老
樹
は
越
年
株
よ
り
分
株
し
た
る
も
の
を
、

七
月
一
日
に
別
ポ
ッ
ト
に
移
植
し
た
り
。
各
ニ
ポ
ッ
ト
宛
を
設
く
。

七
月
五
日
に
照
明
を
開
始
し
、

一
一
月
四
日
迄
連
続
胤
明
し
た
る
も
、
八
月
六
、
七
、
八
日
の
三
日
間
、
防
空
潰
習
の
鴛
め
に
夜
間
照
明

&
行
は
ぢ
り
き
・

園
田
の
フ
ォ
ト
ペ

P
オ
ヂ
ズ
ム
に
闘
す
る
賓
厳
的
研
究

第
三
回
開
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白
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穂
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棚
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収
糊
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日
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m
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自
然
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明
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0.46 

C
 

2
 

"
 

'71 
"
 

21 
15 

緑
色

I
 

7.17 
?。

1
0.19 

雀
害
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分
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長
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日
113 
日

用
日
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日

長
c
m
 

c
m
 

g
 

g
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国
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12.
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品
穣

名
|
向
別
|
品
|
捌
11F

成
熟
知
棚
|
稲
重
|
湘
|
惇
長

穂
長
|
品

I
1
髄

局9.
5日

12日0
 

10.用
28日

10.足
29日

臼
E

 
c
m
 

c
m
 

席
E

 
1
 

10 
C
 

82.0
 

19.1
 

14.0 
1
.'Z1

 
2
 

9.
6
 

121 
1 0.29 

"
 

52 
12 

1
 

9.10 
125 

皇
要
鐙
響

舌
備

車藍
。

2
 

9
.
7
 

122 
10.19 

回
12 

69.3 
19.1 

1 3.6
 

1.l3
 

不出穂
一ー

41 
く
1
1
)

"
 
一

49 
(12) 

1
 

9.
7
 

122 
10.29 

41 
8
 

18，
1
 

C
 

18.8
 

2.20 
2
 

"
 

u
 

"
 

49 
lC(l】

1
 

9.
8
 

1勾
10.泊

却
1([1] 

指
肩甲

力
G
 

61..8
 

17
，必

9.3
 

1.ω 
2
 

9.
5
 

120 
10.19 

却
8
 

3
6
 

(10) 
w

 
2
 1

 
"
 

一
頗

鐙
審

不
出

穂
c
 )
穂

主主
(
 )
不
出
穂

@
 

異
状

分
校

あ
り

此
異

常
分

枝
は

稗
畏

の
調

査
に

入
れ

ず
[

 ]
 i遅

れ
穂
、
遅
れ
司
直
?
ま
昇
長
、
穂
長
、
穂
重
の
語
査
に
入
れ
ず



但〉

出

穂

期

最
初
の
一
穂
の
穂
首
が
葉
上
に
抽
出
せ
る
日
を
以
て
出
穂
日
と
す
。

平
生
種
に
於
て
は
7

オ
士
ベ
オ
明
デ
ズ
ム
の
彰
畿
は
み
{
く
品
種
に
よ
り
て
認
め
ら
れ
ざ
る
か
、
或
は
品
種
に
よ
っ
て
比
較
的
に
軽
き
も
の

に
じ
て
、
白
色
発
組
に
て
壷
夜
照
明
を
な
す
も
‘
不
出
穂
に
移
る
と
と
た
し
・
遅
る
L
も
必
占
y
出
掛
す
。
之
れ
晩
生
種
と
回
調
る
魔
な
り
。
か

か
乞
特
性
あ
る
が
散
に
、

a

緑
色
光
線
に
よ
る
そ
の
影
響
は
極
め
て
少
な
し
。
ハ
寝
耳

7
3
2
・3
}

中
生
種
に
於
て
は
、
夜
間
白
色
光
娘
に
首

τ壷
夜
照
明
を
た
せ
ば
、
不
出
穂
に
怒
る
か
、
或
は
葺
だ
遅
れ
て
出
穂
す
。
そ
の
時
夜
闘
の
線

色
叫
ん
線
に
て
は
、
出
植
は
自
然
照
明
に
比
し
て
、
約
一

0
日
問
題
る
れ
H
C
も
出
楠
す
る
放
に
、
白
色
光
棋
に
比
し
て
、

フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ

ム
の
影
響
は
小
な
る
を
知
る
た
り
。
(
寝
耳

4
・5
v

晩
生
種
に
於
て
は
夜
防
白
色
党
線
に
肌
し
聖
者
照
明
に
ポ
れ
ば
不
出
穂
に
格
，る
も
・
夜
間
緑
色
光
棋
に
て
照
せ
ば
、
自
然
附
明
よ
り
凶
・

五
日
渥
る
る
ゐ
金
都
出
檀
せ
h
p
。
〈
窮
民
二
、
一
-
一

6

・7
・8
v

}

】

』

7e
年
生
粧
た
る
老
稲
(
今
年
は
戸
ニ
ヶ
年
}
旭
、
吉
備
掛
‘
脚
力
{
何
れ
も
晩
生
種
}
除
夜
間
白
色
光
棋
に

m
sる
れ
ば
、
全
然
不

出
穂
怠
る
が
、
之
を
自
然
照
明
の
下
に
置
け
ば
、
普
通
の
出
楓
期
に
遣
は
や
出
組
し
て
、

一
一
-
ゲ
年
閣
の
不
出
額
が
何
等
の
影
響
宣
も
費
さ

由
J

・
又
雑
色
光
線
の
下
に
置
《
も
、
自
然
紋
態
と
同
時
に
出
穂
す
。
(
寝
耳
三

9
-
m
-
H
V
 

以
上
の
結
県
民
ヲ
き

τ考
察
す
れ
ば
、
氷
結
に
及
ぼ
す
フ
ォ
ト
ペ
ロ
オ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
に
O
き
て
次
の
如
を
事
賓
b
E
認
む
。

稲
の
平
中
晩
に
よ
O
て
フ
ォ
ト
吋

H
沈
ヂ
ズ
ム
の
影
響
の
周
到
る
と
&
は
既
知
の
如
く
し
て
、
此
貸
験
に
於
て
夜
間
普
通
電
般
に
て
照
ら
し

壷
夜
照
明
広
注
し
た
る
に
、
平
生
種
に
は
出
穂
抑
制
の
悪
影
響
無
き
か
、
或
は
聴
か
り
し
も
、
晩
生
種
は
全
部
不
出
穂
に
終
り
た
り
。
中
生

置
問
の

7
t
+
ベ
P
オ
ヂ
ズ
ム
に
聞
す
る
賀
駿
附
研
究

第一一
一般

九

種
も
不
出
穂
に
終
る
か
‘
撚
ら
ざ
れ
ば
笹
だ
遅
れ
て
出
植
し
た
hv
。
然
る
に
、
夜
間
緑
色
光
耕
一乞
用
ひ
し
場
合
に
は
不
出
掛
に
鯵
る
場
合
無



回
閣
の

7

オ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
則
す
る
賓
幽
層
的
研
究

第
三
回
報

。

き
の
み
ゑ
ら
や
、
金
く
自
怨
照
明
の
場
合
と
同
時
に
出
穂
す
る
も
の
る
り
て
、
そ
の
出
棚
上
に
出
家
る
悪
影
響
は
皆
無
な
る
か
、
或
は
犬
に
躯

減
せ
ら
る
a
?を
見
る
た
り
。

と
れ
が
原
因
の
主
た
る
も
の
は
、
そ
の
光
棋
の
色
の
差
異
に
よ
る
も
の
な
る
べ
く
、
次
ぎ
て
緩
色
光
の
照
度
の
小
た
る
矯
め
な
ら
ん
。
何

れ
に
す
る
も
、
賓
際
上
に
緑
色
光
線
を
用
ふ
れ
ば
、
稲
の
出
棺
抑
制
の
作
用
は
大
に
緩
和
せ
ら
る
L

と
と
は
事
賓
と
云
ふ
ペ
し
・

(2) 

成
熟
期
及
び
親
米
の
充
賓

出
穂
が
遅
る
れ
ば
そ
の
成
熟
期
は
遁
れ
、
且
つ
籾
米
の
充
賞
程
度
は
劣
る
と
と
自
か
ら
明
か
た
る
が
、
此
試
験
に
於
て
之
を
確
貰
に
調
査

せ
ん
と
せ
し
も
、
旗
且
拙
及
び
雀
の
容
に
楢
り
て
調
奈
不
能
た
り
き
。
夜
間
照
明
を
た
す
時
は
旗
鼠
の
蛾
は
白
光
燈
に
も
維
色
般
に
も
共
に
誘

は
れ
て
集
り
来
た
り
、
移
植
直
後
よ
り
稲
に
産
卵
し
て
客
笠
興
へ
、
茜
し
き
は
絶
株
せ
り
。

豆
、
跨
蛾
燈
の
白
色
ま
絡
色
£
が
水
稲
に
及
ぼ
す
影
響

一
、
目

的

著
者
等
の
是
迄
の
試
験
は
二

O
O
ワ
ッ
ト
の
電
股
下
に
行
ひ
じ
も
の
怠
る
が
、
質
際
の
誘
蛾
燈
は
六

O
ワ
ッ
ト
を
普
通
念
h
v
と
云
ふ
が
故

に
、
そ
の
フ
ォ
ト
ペ
官
オ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
た
る
や
前
述
の
如
き
も
の
に
有
ら
や
し
て
、
軽
微
な
る
と
と
想
像
せ
ら
る
・
さ
れ
ど
之
は
賓
験
に

よ
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
程
度
を
確
言
す
る
と
と
能
は
や
。
よ
っ
て
著
者
等
は
衣
に
質
際
闘
場
に
於

τ、
誘
蛾
燈
を
用
ふ
る
場
合
、
之
を
白
色
燈
叉

は
緑
色
燈
に
た
す
と
と
に
よ
り
、
圃
場
の
水
稲
に
如
何
な
る
影
響
あ
る
か
を
試
験
し
、
且
つ
前
節
に
於
て
見
た
る
様
色
競
の
効
果
を
見
ん
が

鵡
め
に
、
戎
の
試
験
を
行
ひ
た

ht



二
、
試

験

方

法

研
究
所
建
物
の
南
側
に
あ
る
水
田
を
用
ひ
た
り
。
南
北
三

O
聞
の
田
区
に
し
て
、
南
方
に
は
贋
く
水
国
連
る
も
、
北
側
は
研
究
所
の
敷
地

の
位
置
に
緑
色
燈
在
設
置
せ
り
。
何
れ
も
一

O
Oボ
ル
ト
六

O
ワ
ッ
ト
の
電
球
を
用
ふ
。
供
試
品
種
は
吉
榊
た
り
。
普
通
の
苗
在
六
月
二
丸

に
接
し
た
り
。
故
に
南
方
よ
り
蛾
は
飛
び
来
た
る
も
の
と
見
る
ぺ
し
。
聞
の
南
端
よ
り
六
閉
山
T

の
位
置
に
白
色
燈
堂
、
又
北
端
£
り
八
間
半

日
に
三
本
植
、
株
間
九
×
九
寸
に
挿
挟
せ
り
。
前
作
は
小
萎
に
し
て
、
施
肥
は
普
通
の
如
し
。
八
月
一

O
日
よ
り
九
月
一

O
日
迄
描
慨
し
て
、

第
二
化
期
の
誘
蛾
慢
の
影
響
一を
調
査
せ
り
。

、J

嘗
研
究
所
の
以
前
の
研
究
。
に
於
て
、
七
月
一
一
二
日
以
前
の
聾
夜
照
明
は
出
穂
に
影
響
無
き
を
見
た
る
が
放
に
、
第
一
化
期
に
於
け
る
誘

輪
般
は
水
稲
の
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
影
響
た
し
と
見
て
差
支
た
し
。
よ
っ
て
本
試
験
に
於
て
は
、
八
月
一

O
日
以
後
の
結
燈
に
つ
き
で

モ
の
影
響
を
試
験
し
党
る
た
り
。

一
二
、
試

験

結

果

白
色
婚
を
用
ふ
れ
ば
、
そ
の
周
圃
に
於
て
出
荷
は
甚
だ
遅
れ
、
且
つ
稲
は
謹
く
迄
維
色
を
呈
し
、
遠
く
よ
り
望
む
も
、
そ
の
出
穂
及
成
熟

遅
延
の
扶
態
を
判
然
と
認
め
.
緑
色
燈
の
場
合
に
は
、
何
等
出
穂
及
び
成
熟
に
遅
延
及
き
を
認
む
る
な
り
。
{
寝
貫
四
)

光
源
よ
り
て

了
五
、
二
、
ニ
・
五
、
一
二
、
一
ニ
・
五
メ
ー
ト
ル
の
距
障
に
て
同
心
園
を
壷
き
て
直
に
分
ち
、
そ
の
各
直
に
つ
き
て
出
穂
期
、

一
一
月
四
日
に
刈
り
取
り
て
、
牧
礎
物
に
つ
き
で
牧
量
並
に
米
質
b
z

調
査
し
た
り
。
そ
の
時
の
調
査
株
は
何
れ
も
被
害

成
熟
期
を
調
茶
し
、

な
し
と
認
め
た
る
も
の
の
み
に
し
て
、
そ
の
調
夜
株
数
は
弐
の
如
し
・

揺
の
プ
オ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
聞
す
る
賓
幽
層
的
研
究

第
三
領



お
の
フ
ォ
ト
J
H
H
オ
ヂ
ズ
'a
に
隠
す
る
賓
睡
眠
的
研
究

1-------~問よりの脚I 1ー1・5:1ιト 2 I 2-a.5 I間 -3I 3~5 
慢の色一---------下|トトル |μ トル I;01 - J-iL. Iトトル|メートル

;l 127稼

126 

104法

102 

. 95掠

65 

52様

回

40様

46 

色白

標
準
は
白
色
燈
と
様

色
煙
、
と
の
中
聞
に
て
燈

火
の
影
響
無
き
所
よ
b

繰
り
た
り
。

二右
二割
弓益
四の
表結
の果
如は
tf第

(1) 

穂

期

出
第
二
表
に
よ
れ
ば
、

白
慨
を
附
ふ
れ
ば
、
般

に
控
き
所
程
出
穂
が
著

し
ど
連
札
、
賊
火
よ
り

↓
S

F

l

ト
ル
の
所
に
於

で
二
週
間
遁
料
た
る
を

色

見
た
り
。
そ
の
影
響
は

少
く
も
口
一
メ
ー
ト
ル
に

鰍

及
ぶ
。
従
っ
て
成
熟
期

第
二
一
線

誘験燈の栢の生育に及ぼす影響

判 持品 l出穂期(成熟期 l分制!稗
m 

周9.25目
対日 巴m

2ラ44.9 1-1.5 .11.10 19.2土【).3 7仏2

1.5←2 9.20 11.7 20.0土0.4 73.8 18.9 

白 2-2.5 9.16 1].. 5 2(M土0.3 凪 3 11.7 

2;5-3 9.14 11.3 20.6土0.3 81.3 7.7 

3-3.5 9.12 11.2 19.7土0.3 79.0 7.0 

l':""1.fj 9.11 11.2 18.9土0.4 -河3 4.9 

1.d--2 H " 18.3土0.4 河.7 6.8 

総 2-2.5 1/ h 19.1土0.3 78.4 8.0 

2.5-3 " " 20.3土0.3 77.7 10.3 

3-3.6 " " 20.0土0.2 79.9 u.O I 

標 自白 9.11 11. 2 

第二表

望書穫期五且八日.挿秩期六周二九日

栂長田本、枇歩合は5句患につきて編査

会襲敏の歳査は踊婦に於て刈取前に行ひた句

お

お

め

備考



-
も
遅
れ
、
燈
火
に
涯
を
所
に
於
て
一
一
週
間
遁
れ
た
り
。

元
来
出
穂
遁
延
の
割
合
に
成
熟
期
陰
湿
る
る
も
の
に
あ

目ら
ざ
る
は
他
の
試
験
に
於
て
も
認
め
ら
る
る
所
な
る
が

此
結
果
、
粒
O
充
貨
は
悪
じ
〈
な
り
て
牧
量
減
を
来
た

す
‘
の
た
h
v
。
然
る
に
線
煙
D
結
果
を
見
れ
ば
、
出
穂

並
に
成
熟
の
遁
延
b
L

認
め
や
。
白
緑
雨
者
の
影
響
の
差

異
は
顕
著
に
し
之
、
岡
場
に
於
て
明
か
に
之
を
認
む
る

所
&
り
。
叉
後
に
述
ぷ
る
が
如
ぐ
車
内
米
の
混
合
欣
況
に

ょ
っ
智
、
白
煙
が
如
何
に
稲
の
成
熟
を
遁
ら
す
も
の
な

る
か
を
知
り
、
同
時
に
緩
憶
が
そ
の
成
熟
に
無
影
響
な

る
を
蜘
る
た
h
v
唱
《
潟
露
五
v

(埼

分
蔑
数
及
び
梓
長

分
車
数
は
直
聞
に
確
然
た
る
差
異
あ
り
や
否
や
明
か

起
ち
也
r
。
稗
臣
賞
は
白
色
燈
陀
近
き
膚
胞
に
於
て
短
か
し
・

(3)' 

稲
童
、
視
米
及
び
玄
米
の
牧
量

稲
重
と
燈
火
の
距
離
と
の
閥
係
は
明
か
た
ら
占
y
。
組

鶴
田
の
ヲ
オ
L
F
4
p
オ
ヂ
ズ
ム
に
闘
す
る
寅
駿
的
研
究

第
三
種 誘峨燈のi除量に及ぼす影響

Iijl ;i' 
籾摺歩合

燈色
光源よ句

籾 米 | 玄 米 籾震//積重
籾米

の距雌 千粒軍
お重

重量|容量|軍置|容量
容量

m 4k.国g 1k.3g 4 1升.35 
kg 

0升1.65 2予&46 6.9 J. 印1-"-1.5 1.01 

1.5-2 4.47 1.55 L印 1.20 0.79 34.6 49.5 25.61 

白 2-2.5 4.75 L旬 1.田 L回 0.95 39.6 日.3 Z7.11 

2.5~S 4.剖 1.93 1.'i17 1.珂 1.∞ 調.1 回一9 Zl泊

3-3.5 4.47 1.86 1.叩 1.51 0.95 41.7 50.2 島伍

1司 1.5 4.66 1訓 1.砲 1崎 0.91 39.6 民 3 2B.71 

1.5-2 4.関 1.79 1.'1'l 1.伺 0.90 説 2 51.0 勾剥

総 2-2.5 4.印 1.旬 1.釦 1.49 0.95 担'.7 回.2 29.m 

2.5-3 4.沼 1.a 1.94 1.53 0.99. 40.7 51-1 28.64 

3-a5 4.75 1.91 1.95 1.56 1.∞ 初.3 51.0 忽 38

第三・表

坪蛍紋量は繭査機叡より費十縛して求めたり備考



-・‘
指
の
ア
オ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
隠
す
る
賓
厳
的
研
究

米
及
び
玄
米
と
煙
火
と
の
聞
係
を
見
る
に
、
白
煙
に
於

て
は
、
煙
火
に
泣
き
程
そ
の
量
の
大
に
減
少
せ
る
を
認

む
・
燈
下
£
り
少
く
も
二
メ
ー
ト
ル
迄
は
牧
量
を
減
歩

る
と
昆
て
差
支
無
し
・
緑
燈
に
於
て
は
牧
量
に
影
響
無

k 
栢
重
に
劃
す
る
組
米
軍
は
白
鷺
下
に
於
て
は
煙
火
に

近
・
き
程
小
た
り
・
線
燈
広
於
て
は
そ
の
餅
向
少
し
・

(4) 

枇
米
歩
合
、
組
摺
歩
合
及
び
千
粒
重

白
燈
に
於
て
は
燈
火
広
涯
を
も
の
程
枇
米
歩
合
は
多

〈
、
師
陣
摺
歩
合
は
小
に
な
れ
"
と
、
緑
般
に
於
て
は
之
生

認
め
歩
。

親
米
千
粒
重
は
白
煙
に
於
て
は
燈
火
に
近
き
程
小
た

り
。
雑
燈
下
に
て
は
そ
の
傾
向
な
し
。

(δ) 

米

質

第
四
表
に
よ
れ
ば
、
白
煙
に
於
て
は
、
燈
火
に
近
き

志
の
程
育
米
多
き
の
み
な
ら
守
、
茶
米
・
胴
切
米
・
死
米

鴎
三
綴

四

誘蛾綬が米質に及ぼす影響

理1!J<よ句 脅米
正精米

燈色 の距離 正常米 兼米 綱切米 死米
千粒重

1/4l重 品質

m ぷ8 3% 5.5 1F56 .4 1974 .5 % IFE6L71|23R .73 2品.51-1.5 下の下

1.5-2 43.3 22.5 10.3 18.5 4.5 13.4 24.伺 218.2 下

白 2.-2.5 61.7 10.6 5.0 18.1 2.9 7.6 ~.51 218.4 申の下

2.5-3 71.3 7.7 2.7 14.7 2.0 4.8 24.78 218.3 申

3-.3.5 74.0 6.7 1.8 4.1 24.臼 219.5 上の下

1-1.5 邸.0 3.0 0.5 9.6 0.5 2.3 25.62 218.4 上

1.5-2 回.4 3.0 0.9 10.4 0.4 3.1 25.65 220.2 上

総 2-2.5 85.4 2.2 0.5 10.5 0.6 1.7 25.却 217.4 上

2.5-3 84.8 2.2 0.7 10.6 0.4 2.5 25.46 219.1 上

3-3.5 84.4 2.5 0.7 9.6 0.5 3.2 25.42 219.7 上

第四表

不良米歩合は回gm宛 2回採りて務査せ句

容積重の測定は濁泡穣噂容積重測定器に依る

1) 

2) 

備考



多
く

L
て
、
正
常
米
は
少
し
。
従
っ
て
容
積
重
は
恥
に
し
て
も
米
の
品
質
は
悪
し
島
殊
に
燈
下
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
内
の
米
は
屑
米
に
悲
ぎ
や
'
争

緑
燈
に
於
て
は
、
燈
火
が
米
質
に
及
ぼ
す
影
響
は
全
く
認
め
ら
れ
や
。

(8) 

棋

品

害

白
色
授
は
棋
盆
の
集
ま
る
と
と
多
大
な
れ
E
も
、
同
時
に
そ
の
附
近
の
穏
の
被
害
は
甚
し
ぐ
し
て
、
そ
の
水
需
下
に
於
て
は
金
〈
株
は
絶

え
た
り
。
さ
れ
ど
緑
色
燈
化
て
は
か
L
る
惨
献
を
見
ざ
り
き
。
前
mw川
内
山
判
項
に
於
て
述
べ
た
る
如
く
、
白
色
燈
の
矯
め
米
の
牧
量
を
減
じ
、

米
質
の
悪
レ
く
な
り
し
は
、
・
主
と
し
て
フ
ォ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
よ
り
て
出
穂
成
熟
の
遅
延
せ
し
に
よ
る
も
の
た
れ
ど
、
同
時
に
此
棋
議
集

中
の
犠
牲
に
も
因
る
た
り
。

以
上
を
要
す
る
に
、
白
色
電
慨
を
周
ふ
れ
ば
、
そ
の
附
近
は
出
穂
が
遅
れ
、
従
っ
て
牧
量
を
減
じ
、
米
質
劣
悪
と
な
る
た
り
。
而
し
て
燈

火
に
近
づ
く
に
従
ひ
て
、
そ
の
影
響
は
大
に
し
て
屑
米
を
生
守
る
に
至
る
。
誘
蛾
般
に
於
て
も
此
現
象
あ
る
は
一
般
農
家
の
認
む
る
所
た
り
・

な
之
に
反
し
て
緑
色
燈
に
於
て
は
出
穂
期
が
退
る
L
と
と
た
く
、
従
っ
て
牧
量
並
に
米
質
に
1
3
ぽ
す
悪
影
響
な
き
を
認
む
。
さ
れ
ば
梢
の
生

• 

育
及
米
の
篤
め
に
は
、
白
色
燈
よ
り
も
緑
色
般
に
な
す
時
に
有
利
た
り
と
云
ふ
ぺ
し
。
さ
れ
ど
後
に
も
迷
ぶ
る
が
如
く
、
誘
蛾
の
効
果
は
緑

色
燈
に
於
て
字
減
さ
る
と
と
を
考
慮
せ
ざ
る
べ
か
ら
歩
。
叉
白
色
燈
の
詩
め
に
蒙
る
局
部
的
被
害
の
程
度
が
旗
最
誘
殺
に
よ
る
全
面
的
の
利

釜
に
比
し
て
、
或
は
極
め
て
小
怠
る
程
度
な
る
や
の
賠
も
考
察
を
要
す
る
と
と
言
乞
侠
た
守
。

圏
、
白
色
燈
定
機
色
燈
£
の
誘
蛾
効
力

宿
の
ヲ
オ
ト
ベ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
闘
す
る
賓
画
層
的
研
究

第
三
鰻

一五

て
目

的



沼市
P
7
ォ，
h
A可
リ
オ
4
T
J
A

ム
に
悶
す
る
賓
般
的
研
究

宙開一一一回目

六

瓜
上
の
試
験
に
於
セ
明
か
な
る
が
如
く
、
光
度
に
よ
り
て
そ
の
程
度
を
異
に
す
れ
ど
・
白
色
燈
は
梢
に
有
害
た
る
も
、
緑
色
燈
は
無
害
又

さ
れ
ど
た
め
誘
械
の
勘
具
が
如
何
た
る
砕
を
別
に
試
験
し
て
確
む
る
必
要
あ
り
。
依
っ
て
之
が
試
験
を
行
ぴ
た
り
。

二
、
試

は
軽
微
の
官
官
た
り
。

法

験

方

回
線
共
に
・
4
・
nる
剥
ル
ト
穴

O
ワ
ッ
ト
の
艶
消
電
球
を
用
ふ
。
研
究
所
南
側
の
水
聞
に
一
於
て
、
七

0
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
置
き
て
、
東
及

ー

び
西
に
二
燈
火
を
設
置
し
た
督
。
隔
日
、
白
維
電
球
を
交
替
じ
て
、
毎
日
の
誘
殺
轟
敏
を
調
査
せ
り
。
六
月
一
日
よ
り
七
月
五
日
迄
棋
盤
一

化
期
の
試
験
段

ht

三

、

試

験

結

果

跨
殺
せ
ら
れ
し
旗
訟
の
教
は
第
五
衰
の
如
し
。

第五

白色燈と職色煙との旗aI誘殺敷比較

昭和一五竿

表

誘し重鐙量せのられ

昂 日 盤整 ヲE 候

6且10貝 日 24 晴

u 41 11 " 
12 f)1 15 " 
13 94 25 " 
14 126 49 " 
15 29 8 曇C!.I、南〉
16 112 ~ 雨

17 1却・ a 明

1B 106 12 " 
19 • 204 13 " 
却 171 17 " 

2& 包 80 h 

2 お1 88 " 
お 4∞ 1回 " 
24 171 102 " 
25 盟 7 171 覇軍 • 
26 104 110 雨

27 2~ 140 h 

28 1位 民 曇

29 回 27 雨

30 1崎 51 曇

7且1日 1国 118 " 
2・ 184 129 H 

3 25 89 璃

4 125 55 h 

5 152 101 " 
合 計 I3701 I 1767 1 

1∞I 47.7 1 



第
五
表
に
よ
れ
ば
緩
置
は
自
慢
に
比
し
て
‘
棋
轟
誘
設
教
は
約
二
分
の
プ
な
b
e
さ
れ

E
之
に
勺
・
き
考
察
す
る
に
‘
自
慢
と
維
憶
と
b
E
並

置
す
れ
ば
、
そ
の
光
度
は
夫
に
異
る
銭
め
に
白
色
慨
に
峨
は
集
ま
れ
"
と
も
、
緩
慢
の
み
に
念
す
時
は
、
線
煙
に
て
も
相
営
般
の
織
は
集
ま
る

も
の
&
ら
ん
J

此
試
験
は
雨
燈
の
距
般
が
セ

O
F
t
-ル
に
過
ぎ
智
る
故
に
、
蛾
は
明
る
き
白
色
燈
の
方
に
多
〈
集
ま
h
'
し
は
首
謀
と
一
五
ふ

ペ

ι・
理
境
を
金
〈
問
己
〈
し
、
臓
の
費
生
を
同
一

一陀
念
L
て
、
白
燈
と
線
腔
と
を
遠
く
隔
絶
し
て
試
蹟
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
毘
の
比
較

散
を
出
す
と
と
能
は
や
。
賓
際
上
に
は
困
難
と
ま
ふ
叫
し
a

玉
、
考

察

以
上
試
胎
結
果
氏
。
き
ず
h
考
膚
R
b
t
試
み
ん
位
、
稲
0
7
&
4
b
必
明
宏
ヂ
ズ
ム
現
象
は
、
平
生
種
に
於
て
は
現
は
仇
ざ
る
か
、
或
は
暫
徴
念

る
‘
‘

R
生
橿
旗
は
中
金
種
ほ
於
て
は
編
著
応
現
は
れ
で
、
白
色
綾
下
に
於
て
は
梢
は
出
穂
が
遅
れ
、
或
は
不
出
穂
に
絡
る
。
そ
の
結
果
、

畠
阜
の
牧
量
並
v
h
品
質
に
葺
く
る
悪
鯵
響
は
大
ゑ
h
，
。

説
荷
著
者
等
の
試
訟
む
怠
る
は
・
ニ

0
0ヲ
ツ
干
の
電
燈
佐
用
ひ
た
る
も
、
之
よ
歩
遥
か
に
踊
光
の

4
h
O
ヲ
ツ
ト
白
電
涯
を
用
ふ
る
も
・

程
度
に
差
異
あ
れ

g
、
そ
の
附
近
の
稽
に
7
-
4
1
F
J
司
曹
才
ヂ
ズ
ム
悶
影
響
を
友
信
す
も
の
な
る
b
t
知
り
た
M
9
・

右
佐
闇
輸
し
て
考
察
す
ぺ
ぎ
は
、
A
Y
旬
。
諦
眠
燈
に
つ
き
て
&
h
v
・

L

誘
鶴
燈
は
金
闘
陀
於

τ現
今
一
二

G
高
笹
川
ぃ
設
け
ら
あ
れ

E
・
そ
の

多
く
は
光
力
調
昏
巴
石
油
燈
火
な
る
べ
L
噌
領
'
に
将
来
金
部
電
婚
化
も
て
、
そ
の
敬
一
二

O
高
燈
と
も
品
り
.
各
氏
。
ヲ
?
ト
の
電
燈
去
り
v
c

す
れ
ば
、
を
の
米
の
牧
量
並
vh
米
質
に
及
ぼ
す
膨
響
劃
伺
仲
跡
、

+
聴
検
討
L
置
4
必
要
あ
れ
9

・
宝
石
ふ
d
-
L
・
A
Y

【
燈
の
附
近
に
於
一
で
そ
の
出

穂
が
埋
れ
、
従

9τ
牧
量
茨
が
米
貿
に
影
響
す
る
範
囲
佐
観
り
陀
学
部
豆
3
1
ト
i
H

の
岡
周
内
と
す
れ
郎
、

を
の
各
面
積
は
A
A亙
五
揮
た

割
砲
の
ヂ
オ
b
Jベ
H
寸

d
d
h
2
骨
に
掴
す
る
-
R
値
的
研
究

信
三
園
帽

七



暦
の
フ
宋
ト
ペ
リ
未
a
T

，A
ム
に
隠
す
る
賓
陸
軍
的
研
究

第
一
二

am

八

hv。
恒
り
に
一
二

O
高
燈
&
す
れ
ば
、
そ
の
面
積
は
三
四
二
一
町
歩
、
反
首
牧
量
を
二
石
五
斗
&
す
れ
ば
、
共
影
響
範
囲
内
白
米
の
産
額
は

4
A
高
五
千
五
百
石
に
し
て
、
此
米
が
質
的
損
失
を
受
く
・
倫
此
生
産
額
の
ご
割
が
械
牧
す
る
も
の
と
せ
ば
、
そ
の
減
牧
は
一
高
セ
千
百
石
段

り
。
米
干
石
代
四
一
三
固
と
な

L
で
、
減
牧
に
よ
る
損
失
は
七
三
官
同
一
守
圏
、
品
質
悪
化
に
よ
る
損
失
は
石
嘗
五
固
と
し
て
、
穴
寓
八
手
四
百

石
に
9
き
三
四
官
同
二
千
聞
の
損
失
念
h
v
。
合
計
百
七
高
三
千
園
の
損
失
と
一
耳
ふ
ぺ
し
・
然
る
に
維
燈
を
用
ふ
れ
ば
、
右
の
如
き
牧
量
減
は
殆

ん
H
t
見
ら
れ
歩
、
且
り
米
質
の
悪
質
も
起
ら
ざ
る
故
に
、
百
七
首
両
国
の
損
失
を
兎
か
る
と
一
耳
ふ
ぺ
し
。
只
設
に
問
題
と
た
る
は
.
そ
の
誘
殺

効
鋪
械
が
二
分
の
プ
と
た
る
と
と
に

L
て
、
偲
り
に
}
町
歩
に
白
燈
一
個
と
す
れ
ば
綾
燃
ニ
個
を
設
く
る
必
要
あ
る
が
如
く
見
ゆ
.
さ
れ
"
と
白

緩
併
設

L
て
比
較
す
れ
ば
、
総
燈
は
自
慢
の
二
分
の
一
の
効
果
左
れ
ど
も
、
閏
面
の
耀
火
を
全
部
緑
燈
と
す
れ
ば
、
何
れ
の
総
燈
に
も
峻
は

集
ま
り
て
、
白
燈
を
用
ひ
た
る
と
差
異
た
き
に
あ
ら
守
や
と
想
像
し
得
る
な
り
。

白
燈
を
用
ひ
し
第
め
に
前
掲
の
損
失
を
来
た
?
と
偲
定
す
る
も
‘
決
し
て
之
に
よ
っ
て
誘
蛾
燈
の
効
果
を
減
却
す
と
云
ふ
に
あ
ら
歩
。
誘

蛾
鷲
設
置
に
よ
り
て
、
金
圃
の
米
の
生
産
が
旗
掻
被
害
の
幾
分
た
り
と
も
菟
れ
得
た
り
と
す
れ
ば
、
賓
に
莫
大
の
利
益
に
し
て
、
誘
輪
組
版
設

置
の
必
要
な
る
や
疑
ひ
な
し
。
只
此
際
燈
火
の
副
作
用
と
し
て
、
そ
の
周
囲
の
米
に
影
響
あ
る
が
故
に
、
若
し
維
燈
使
用
に
よ
っ
て
誘
蛾
の

効
果
に
遊
園
調
な
む
と
す
れ
ば
、
之
が
使
用
に
よ
ヲ
て
副
作
用
b
L
除
き
得
べ
し
と
云
ふ
に
過
vn十。

六

οワ
ッ
ト
の
電
燈
に
よ
h
M

て
輔
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
ナ
ヂ
ズ
ネ
を
認
む
る
は
、
前
述
の
如
く
燈
火
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
た
る
故
に
、

そ
の
誘
蛾
燈
を
川
又
は
池
の
中
に
設
け
‘
煙
火
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
以
内
に
稲
株
を
無
か
ら
し
む
れ
ば
白
か
ら
そ
の
容
を
蒐
か
る
べ

L
。

雌
蛾
が
誘
蛾
燈
に
よ
り
で
誘
殺
せ
ら
る
L
は
夜
間
一
二
時
迄
に
九
五

M
に
し
て
、
そ
の
後
の
も
の
は
極
め
て
少

L
ゐ
一
耳
ふ

α。
此
見
地
よ

り
誘
蛾
燈
の
鉱
燈
宣
夜
間
一
一
一
時
迄
と
な
す
事
は
、
電
集
或
は
燈
泊
の
節
約
と
た
る
故
に
賓
施
し
て
可
な
る
が
、
著
者
等
の
以
前
の
試
験
に
よ



L
r
 

れ
な
刊
で
稲
の
フ
オ
b
ペ
リ
オ
デ
ズ
ム
は
一
六
時
間
照
明
に
で
師
に
出
穂
遅
延
の
影
響
は
ム
T
A
7
に
現
は
る
ー
か
放
に
、
夜
b
T
}

二
時
に
消
燈

す
る
も
‘
稲
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
全
然
除
去
す
る
と
と
能
は
ざ
る
べ
し
。

、J

稲
に
及
ぼ
す
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
謡
影
響
を
除
か
ん
が
詰
め
に
、
煙
の
光
度
を
弱
む
る
と
と
も
考
へ
ら
右
れ

8
0
、
査
開
日
照
院
積

き
℃
、
夜
同
補
足
照
明
を
一
念
す
場
合
に
は
、
フ
ォ
ト
ベ

p
オ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
は
敏
感
に
し
て
、
ウ
イ
ズ
ロ
ウ
及
び
リ
ヘ
ネ
ヂ
ク
ト
〈

5四
国
調

g-m-

、，Ja--

p
p
g
w輔
副

E
2・Z
・国両

-wA一
き
き
が
さ
宮
古
.8N唱
え
ス
ミ
レ

vdab--szs又
ス
ト
ッ
ク
〕、《

Nas--号
、
宮
崎
急
車

5.2JYギ

除
。
‘
一
燭
光
に
て
も
そ
の
影
響
あ
り
、

夜
間
補
助
照
明
に
於
て
は

0
・
一
ニ
燭
光

κ於
τも
明
か
な
る
反
躍
を
認
め
‘

又
一

O
燭
光
よ
り
一

O
O燭
光
迄
強
む
る
も
そ
の
野
響
に
業
異
無
か
り
じ
&
。
其
他
従
来
の
研
究

に
よ
る
も
、
極
め
て
弱

-e光
に
て
も
‘
之
を
興
ふ
れ
ば
影
響
あ
る
と
&
知
ら
る
L
詐
り
。
又
一
方
飴
り
に
光
度
を
弱
む
る
時
は
、
誘
蟻
の
効

ヱ
ダ
ギ
タ
に
於
℃

タ
〉
附
判
。
き
て
試
験
し
た
る
所
に
よ
れ
ば
、

恒
常
無
き
応
あ
ら
予
や
。
此
戴
よ
り
観
れ
ば
も
光
の
強
さ
を
減
守
る
よ
り
も
、
光
の
種
類
を
費
伐
る
ζ

と
が
壇
賞
に
あ
ら
や
や
。

、ノ

ウ
イ
ズ
田
今
及
び
ピ
1
ペ
ル
〈
当
局
同
き
場
開
・
回
・

2
2
5
E
}・
ご
三
実
ち
が
ス
ペ
ク
ト
ル
白
色

5
Tペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
と
の
閥

係
を
試
験
し
た
り
。
円

Has-SE
長

ss.♂慰
安
ヨ
$
5
2
2
2
ミ
-mshwqs.3a守
宅
号
、
目

3
2上
長
日
植
物
〉

E
・g-

足
立

3
9
E
S屯
吉
宮
崎
、
ヨ

s
s
.
-
M
S
F
N
s
h
aス
以
上
短
日
植
物
〉
を
用
ひ
、
之
を
白
《
白
熱
燈
v
、
赤
、
維
、
背
及

ぴ
標
準
企
旭
日
v

の
光
に
て
照
し
℃
、
そ
の
影
響
を
見
た
b
a
そ
の
照
明
時
聞
は
一
八
時
間
‘
温
室
内
に
於
て
温
度
を
夜
中
華
氏
五

O
度
重

間
五
五
度
に
保
ち
た
り
。
短
き
多
の
日

A
h

九
時
間
半
〉
に
種
々
の
色
の
光
姐
慨
に
で
補
足
し
定
一
八
時
間
に
延
ば
し
た
り
。
そ
の
結
果
赤
色
光

融
下
に
於
て
は
長
日
植
物
は
生
殖
器
官
(
花
}
初
生
じ
、
短
日
植
物
は
柴
養
器
官
の
み
殻
育
し
て
開
花
せ
や
。
而
し
て
赤
色
光
鎮
は
そ
の
波
長

六
五

O
町
以
上
に
し
て
‘
マ
ツ
グ
ラ
ン
プ
の
滋
過
せ
ざ
る
光
と
同
一
作
期
あ

p
て
、
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ソ
ア
ズ
A

の
影
響
力
大
念
る
を
認
め
た
り
.

お
の
フ
オ
t
F
ベ
自
オ
ヂ
ズ
ム
に
臆
す
る
賓
届
層
的
研
究

第
三
線

九



薗
閉
め
ヲ
占
有
ト
ベ

H
晶

n
d
T
d
R
A

に
帽
す
る
禽
織
的
研
究

関
三
副
報

ご

O

事
貝
、
司
織
の
光
線
叶
作
成
長
六
五

c
m以
下
に

L
て
、
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
A

の
影
響
力
以
少

ι。
短
日
植
物
を
脊
及
び
織
の
光
広
置
付

ぽ
、
短
回
全
同
一
色
く
m
T
ぐ
開
花
ず
れ
芝
、
長
関
植
物
は
竿
〈
は
開
花
せ
歩
。

背
の
光
線
の
下
広
一
於
て
は
、

g
s
sは
開
花
せ
ざ
れ

E
R
q
a誓
SE-周
忌
a
s
s
g
肱
開
花
ず
。

S
S師
号
、
ま
は
国
耳
目
植
物
と

ま
ふ
主
り
も
中
間
性
た
る
故
に
‘
青
色
陀
て
も
赤
色
。
場
合
に
同
じ
く
開
花
す
。
但
し
小
花
な
h
p
・

白
色
兎
縁
ほ
波
長
丸
五

φ
pセ
ニ
G
M£
じ
て
、
赤
色
換
と
同
E
影
響
'
却
を
有
す
。
フ
本
ト
ペ
ザ
オ
ヂ
ズ
ム
白
影
響
力
の
最
私
売
な
る
波

長
は
六

E
G千
七
Q
G
一守陣

L
之
、
赤
色
は
A
ハ
渥

q
t一
週
Q
G喝
、
経
色
ほ
四
査
事
f
宜
重
リ
マ
背
色
は
一
時
五
Q
l蕊
}
G噌
事
修
・

要
す
る
陀
、
赤
色
発
練
は
副
賞
日
植
物
並
陀
一煙
防
植
物
広
一
裁
し、

書
に
、
フ
4
4

ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
作
用
は
売
な
る
か
、
緑
色
ほ
そ
の
作
用

最
も
少

K
而
し
叫
弘
、
急
号
、
ぎ
の
如
4
特
に
敏
感
な
易
植
物
は
青
色
に
は
感
や
る
志
穂
色
に
は
感
ぜ
や
と
。

前
遣
の
研
究
ほ
稲
に
就
き
で
陀
あ
ら
ざ
れ
wc
・
緑
色
光
線
は
フ
オ
F
ペ
サ
骨
ベ
ヂL
e

ズ
ム
の
影
響
力
剤
ん
ど
無
き
と
と
を
示
し
た
る

aの
陀

L

て
、
著
者
等
の
試
織
も
脅
泌
電
燈
0
4ん
と
緑
色
覚
&
の
比
較
に
於
て
、
綾
色
鷺
は
和
に
影
響
ず
事
鴨
川
無
晶
画
を
見
た
る
赦
応
、
講
験
婚
陀

i

緑
色

燈
を
用
ふ
れ
ば
割
に
輿
ふ
る
轡
・
笠
免
か
る
L
と
と
必
無
念

p
・
只
畿
に
〕
考
す
べ
き
は
、
緑
色
の
フ
4

4

F

ぺ，
S
ヂ
ズ
ム
影
響
の
認
め
ら
れ

き
hFL降
車
に
そ
の
放
置
震
の
み
な
ら
や
、
ぞ
の
光
度
の
渇
き
が
篤
め
に
‘
硝
ほ
及
ぼ
す
藩
審
が
少
安
』
陀
あ
民
、
，
e
&ゐ
障
策

4eあ
と
と
&
-
9
・

六
Q
Q瑚
以
下
の
短
嵐
長
光
繰
は
講
蛾
燈
と

ιて
効
果
る
b
v
E
去

q
叉
椅
速
の
犠
光
協
四
五
五
・
l
五
五

O
却
に

Lτ
、
ヲ
本
を
ペ
，

オ
ヂ
d
A
A
O
影
響
力
少
き
が
放
に
、
此
続
涯
を
用
ふ
れ
ば
誘
蛾
の
ガ

b
9
.
同
時
に
『
F

才
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
副
作
用
を
受
け
ず
る
‘

の
&
と
表
ム

d-K
謝
円
乃
至
紫
ば
組
欄
よ
P
S偽
短
波
授
に

L
て
、
誘
蛾
の
効
果
あ
り
と
一
耳
へ
ど
も
、
青
色
光
紘
に
闘
し
て
は
シ
ャ
ベ
ル
レ

合

百

官

SFZ-エ
土
必
要
予
の
賞
験
あ
り
i

そ
ね
に
よ
れ
ば
.
赤
色
線
広
同
じ
く
背
色
線
陥
椙
嘗
に
ァ
オ
ト
ペ
リ
晶
マ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
を



認
む
と
云
ふ
・
勿
論
鞘
に
就
雪
て
確
め
t
c
z
vへ
か
ち
古
る
も
、
果
レ
て
隷
ら
ぽ
音
色
癒
を
周
ふ
る
絃
好
ま
し
か
ら
官
る
に
あ
ら
や
や
尋

最
後
陀
編
hv一
巡
し
て
特
記
す
ペ
き
ほ
、
普
通
競
売
に
よ
る
誘
蛾
震
は
そ
の
副
作
用
&
し
℃
、
告
の
周
掴
の
梢
の
出
棺
遅
延
、
米
質
低
下
を

六
、
摘

要

来
た
す
も
の
危
れ
ど
も
、

一
方
蛾
の
誘
殺
に
よ
り
て
、
米
の
生
産
減
を
相
首
防
止
す
る
が
故
に
、
今
日
誘
鴫
時
設
置
が
奨
働
せ
ら
る
h

は
遁

首
な
る
米
輩
増
産
の
事
項
と
云
ふ
ぺ
し
・
此
時
若
し
緑
燈
が
誘
蛾
に
相
官
の
効
果
あ
り
と
せ
ば
、
之
一宣
用
ふ
れ
ば
、
梢
に
劃
す
る
フ
ォ
ト
ベ

リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
副
作
用
を
軽
減
す
る
に
あ
ら
ざ
る
や
.
敢
て
考
慮
を
要
す
と
云
ふ
ぺ
し
・

て
著
者
等
は
昭
和
朗
年
よ
h
w
今
日
迄
ご
一
少
年
間
、
吉
備
稿
、
紳
カ
及
び
勉
め
三
品
種
を
ポ
ヲ

F
の
鑑
登
夜
謹
慎
し
て
照
明

ι薬
品
作
一
る
陀
、

今
日
嬉
本
副
都
に
叫
膨
れ
hv。
と
れ
に
よ
O
て
依
h
?
に
互
換
、
割
引
は
長
日
照
明
の
本
に
不
出
楓
の
ま
L
謹
積
生
育
す
る
も
の
稔
る
志
知
る
・

二
、
右
の
老
和
堂
昭
和
}
五
年
《
恰
も
一
一
ヶ
年
後
)
に
普
通
の
壷
夜
欣
態
に
戻
し
て
置
き
た
る
に
、
平
常
の
時
期
に
出
穂
開
花
し
て
、
北
同

通
の
新
し
宕
株
、
容
何
等
油
開
ら

g
る
定
車
た
き
。

一
二
、
稲
拡
平
、
中
、
晩
生
種
に
よ
り
ず
ド
、
そ
む
7

才
ト
ベ
習
す
司
ヂ
ズ
ム
の
影
響
は
異
る

Eiほ
既
知
の
如

L・
n
守
生
麗
は
そ
の
審
事
b
a
全
く
嚢

け
宮
る
か
1

戒
は
比
較
的
に
躯
I
切
白
色
光
線
に
て
夜
間
照
明
を
た
す
も
不
出
穂
に
終
る
と
と
な
し
。
併
し
晩
生
種
の
受
く
る
影
響
は
大

に
し
て
、
中
生
鞄
は
雨
者
の
中
加
は
あ
り
。

四
、
緑
蛾
乞
用
み
れ
ば
、
e
w
即
応
及
ぼ
ナ
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
の
影
響
は
全
く
無
き
か
、
或
は
甚
だ
躯
徴
た
り
。

五
、
誘
蛾
館
司
C
L
t
お
む
vmF+普
通
竃
雄
b
h
周
ひ
た
る
に
、
出
稼
及
び
成
熟
は
遅
延

L
・
鴛
め
に
枇
氷
多
F
、
担
摺
歩
合
小
、
子
齢
制
重
小
、

筋
三
鶴
市

担割の
y

オ
ト
ベ
日
オ
ヂ
ズ
ム
に
劃
す
る
賓
駿
附
研
究



E
m
の
フ
ォ
ト
ペ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
に
圃
則
す
る
賓
般
的
研
究

第
三
国
湘

育
米
共
他
不
良
米
を
多
く
告
有
じ
‘
米
慣
は
劣
墜
し
、
牧
量
を
減
歩
る
等
の
悪
影
響
を
受
く
。
そ
の
影
響
は
燈
下
よ
り
三
メ
ー
ト
ル
の
範

圏
内
に
し
て
煙
火
K
近
き
程
著
し
。

六
、
誘
蛾
慣
と
し
て
六

O
V
ツ
ト
線
燈
を
用
ひ
た
る
に
、
周
囲
の
梢
は
出
穂
及
び
成
熟
の
謹
延
を
認
め
や
。
枇
米
歩
合
、
組
摺
歩
合
、
米
質
、

牧
量
に
於
て
、
悪
影
響
あ
る
を
認
め
令
。

七
、
以
上
に
よ
O
て
、
稲
の
完
全
生
育
及
び
米
の
牧
穫
の
駕
め
に
は
、
誘
蛾
燈
を
白
色
よ
り
も
緑
色
に
た
す
を
有
剰
な
り
と
云
ふ
ベ

ι。
緑

燈
を
白
燈
と
並
置
す
れ
ば
、
そ
の
誘
蛾
の
効
果
は
二
分
の
一
た
る
が
如
き
も
、
全
面
を
緑
般
に
な
せ
ば
維
燈
に
て
も
相
営
数
の
蛾
を
誘
殺

し
得
る
に
あ
ら
会
T

や・

八
、
誘
蛾
燈
設
置
に
よ
り
て
、
旗
患
の
容
を
幾
分
に
で
も
防
除
し
得
れ
ば
、
米
事
増
産
上
に
慣
ら
す
利
益
は
大
た
り
。
之
に
比
す
れ
ば
鷺
火

の
周
囲
三
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
の
稲
の
被
害
は
甚
だ
小
な
る
放
に
、

7

オ
ト
ペ

H
オ
ヂ
ズ
ム
の
矯
め
に
誘
蛾
燈
の
効
果
を
決
し
て
減
却
す

る
も
の
に
あ
ら
や
。
さ
れ
ど
若
し
総
煙
に
よ
り
て
も
向
誘
蛾
の
効
果
十
分
た
り
と
す
れ
ば
、
総
燈
に
左
さ
ば
、
フ
ォ
ト
ペ
明
オ
ヂ
ズ
ム
に

伴
ふ
副
作
用
を
免
か
る
4
しJ

司

文

献

.aJ (ね

鏑
木
外
岐
雄

二
化
圃
験
勉
の
生
田
園
、
穏
に
歯
周
光
俊
及
び
絹
化
住
に
就
ひ
之

農
事
改
良
資
料

世
間
『
因
。

昭
和
一
四
年
一
二
足

近
藤
宙
開
太
郎
、
岡
村
保
等

邸
周
の
官
オ
ト
パ
リ
オ
ヂ
ズ
ム
年
慨
す
る
賓
駿
的
研
境
第
一
級
慶
製
研
究
第
一
八
容
一
・
吹
一

1
-二
↓
五
砲
利
七
年
一
-
一
局
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(2) 

ヲ
坊
主

く1)

(3) 

寝 良一 水稲のフォトペリオヂズム

早生縄

(1) チ γ コ妨主 (2) 陸初132披 (3) 申住銀妨主

c.・・自 然 照 明 0・・・t1f間日照夜間緑色光線照明

w.・・壷間日照夜間白色光線く曽遁m燈〉照明

I可れも出穂せり。 昭如一五年九周一一日 〈寺援〉



(4) く5)

(6 )く7)

~ ~ 二 7k前のフォトベリオヂズム

くの愛圃新庄7挽く5)関取…申生種

(6) 亀治 (7)雄町2盟主・・・晩佳薦

C・G.W'・・同前

C.Gは出穂し、 Wは不出格 昭和一五年九単一一日 〈寺坂〉



く8) (9) 

ぐ10) (11) 

高員三 水f{jのヌオト 4 リオヂズム

(8) 自の出選…晩生種

(9)ー<11) 旭、吉備穂及柳力…昭和四年の老稿、晩生種

C.G.W…同前

C. GI~出穂、 Wは不出穂 昭和一五年九周一一日 〈寺仮〉



馬 民 凹

( 1 )白色誘蛾燈 (60ワット〉

附近の栢1'1滋色を呈L出穂遅れたり

(2) 緑 色 誘 蛾 煉 〈 印 ワット〉

附近の泊には特別の異朕を認めぎりぎ

昭和一五年九周一一日 〈寺緩〉



思JTi五 光源よりの距離とtH槽の遅延

2.4.6・・・12尺のiR離

w.・・普 通 電 憶 G・・・除 略 {可れも印ワット

Wの有2稼は出穂他の稼ほ不出穂 Gli全部の稼出穂

昭和一五年九月一一日 〈寺続〉


